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資料５



1 基礎研究医プログラムについて①
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○ 基幹型臨床研修病院である大学病院が設けることのできる、基礎医学に意欲があり、

基礎医学系の大学院に入学する医師を対象とした臨床研修と基礎医学を両立するための

研修プログラム（基礎研究医プログラム）について、都道府県知事は、地域医療対策協

議会の意見を聴いた上で、募集定員を定めるとされたことから、その認定について

御協議いただくもの。

【概要】
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設置要件

・プログラム開始時に、所属する基礎医学系の教室を決定し、オリエンテーションを行うこと。

・選択研修期間に、16週以上、24週未満の基礎医学の教室に所属する期間を用意すること。

・基礎医学研修を開始する前に、臨床研修の到達目標の到達度の評価を行うこと。

・臨床研修後、4年以内を目処に、作成した基礎医学の論文を、研修管理委員会に提出すること。

・臨床研修修了後に、プログラム修了者の到達目標の達成度と臨床研修後の進路を管轄する

地方厚生局に報告すること。



1 基礎研究医プログラムについて②
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【定員設定方法】
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⑤ 基礎研究医プログラムの届出に当たり、募集定員は、原則１名とするが、当該プログラムを実施する
施設が次の基準を全て満たしている場合は最大５名まで、１つ基準を満たしていない場合は最大３名
まで、３つ以上基準を満たしていない場合は０名とすること。

（ⅰ）基礎系の教室を通じて基礎医学研究歴７年以上の複数の指導者（医師）が指導できるキャリア
支援体制が確保されている。

（ⅱ）当該プログラムの修了者に魅力あるキャリアパスを複数提示している。
（ⅲ）論文指導を行う環境があり、学会発表の機会が用意されている。
（ⅳ）年間受託している基礎医学分野の科学研究費助成事業と国立研究開発法人日本医療研究開発機構

（ＡＭＥＤ）対象事業の予算の合計が8,000万円を超えている。
（ⅴ）基礎医学分野でImpact Factor 15 以上の論文が過去３年間にある。

⑥（略）

⑦応募する大学病院の数が医師臨床研修部会で定める基礎研究医プログラムの総定員に満たず、かつ⑤
で定める定員の総和が医道審議会医師分科会医師臨床研修部会で定める基礎研究医プログラムの総定
員を超える場合、⑤で定める定員を上限として、下記の通り定員を定めることとする。

（ⅰ）各大学病院に1 名ずつ定員を設定する。
（ⅱ）残りの定員を科研費等⑤（ⅳ）の金額が多い順に1 名ずつ設定する。
（ⅲ）さらに残りの定員がある場合は、⑤（ⅴ）の多い順に１名ずつ設定する。

※令和３年３月３１日付け「医師法第１６条の２第１項に規定する臨床研修に関する省令の施行について」より抜粋※令和３年３月３１日付け「医師法第１６条の２第１項に規定する臨床研修に関する省令の施行について」より抜粋



２ 令和５年度基礎研究医プログラム募集定員
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○ 令和５年度分として千葉大学医学部附属病院から設置の届出があった。

○ 令和４年１月２９日の国の部会において、医師法第16条の２第１項に規定する臨床研修
に関する省令の施行について」（平成15年６月12日付厚生労働省医政局長通知）に規
定する以下の①②の方法に基づき、定員（４０名）がそれぞれの大学に配分された。

①各大学病院に１名ずつ定員を設定する

②残りの定員を科研費等（基礎医学分野の科学研究費助成事業と国立研究開発法人日本
医療研究開発機構（AMED）対象事業をいう。）の金額が多い順に１名ずつ設定する。

※ 応募する大学病院の数が医師臨床研修部会で定める基礎研究医プログラムの総定員に満たず、かつ施行通知で
定められた定員の総和が医道審議会医師分科会医師臨床研修部会で定める基礎研究医プログラムの総定員を超えた
ため、上記の方法により配分が行われた。

【配分内容】

【配分結果】

千葉大学医学部附属病院：1名
※基礎研究医プログラムの定員については一般の募集定員とは別枠で配分されている。
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